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はじめに



　新海誠さんは日本のアニメーション監督そして小説家だ。近年出された『君の名は』というアニメーション映画は最終興行収入約２５０億円にまで達し日本映画では歴代２位にまで駆け上がった。彼の手がける作品はロマンティシズムにあふれており、しかしそのロマンはすぐに手が届く位置にあらず、届くか届かないか最後までわからないことが魅力的な作品と言えるだろう。今回評論にあげさせて頂いた作品もそのようなロマンに溢れた作品となっているはずだ。





『雲のむこう、約束の場所』のあらすじ


　『雲のむこう、約束の場所』は新海誠さんが手がけた初の長編作品だ。キャッチコピーは「あの遠い日に僕たちは、叶えられない約束をした。」となっており多くの映画祭で賞を頂いたものだ。内容は日本が南北に分かれたフィクションの物語で世界の半分を覆う共産国家群「ユニオン」は日本を北海道と本州に分け北海道の方を「エゾ」と呼称しその土地の真ん中には天を衝くほど高く聳え立っている純白の党があった。青森県津軽半島に住む藤沢浩紀と白川拓也は飛行機であの塔まで飛んで見たいという夢を持ち、そのための飛行機であるヴェラシーラを製作していた。軍需工場「蝦夷製作所」でバイトをしつつ、廃駅の格納庫でこっそりと作っていた。しかしある日、浩紀がクラスメイトの沢渡佐由里にこの世界では犯罪行為であるヴェラシーラ製作のことを話してしまい口封じの為に仲間に引き入れようとする。幸いにも佐由里は興味を示し、浩紀たちと「ヴェラシーラが完成したら佐由里を塔の上まで連れて行く」と約束する。ヴェラシーラが完成に近づくと、ある日突然佐由理が姿を消してしまった。三人の夢であったヴェラシーラの製作は止めざるを得なくなった。


　三年後、拓也は「蝦夷製作所」の社長である岡部率いる反ユニオン組織に入りながら在日米軍のアーミー・カレッジで塔の秘密を探っていた。指導教官の富沢常夫教授は、塔は平行宇宙の観測を行い高度な未来予測を行うシステムだと考え、現在は塔が何者かの手によって正常には作動しておらず、周りの平行宇宙の暗闇の侵食は抑えられていると考察した。そして富沢は、塔の設計者の孫娘である佐渡佐由理が３年間眠っていることを知り重要参考人として青森の病院へと転院させた。一方、青森から離れ東京の高校へと進学していた浩紀は佐由理の夢を何度も見て、どこか穴の抜けた虚無な生活を過ごしていた。そんなある日三年前に佐由理から浩紀へと書かれたという手紙が岡部を通じて届く。佐由理は塔の重要関係者兼サンプルとして国が保護していたことが書かれていた。浩紀は会いに行くために病院へ行ったが、そこに佐由理はおらず青森へと運び込まれていた。後悔する浩紀だったが、突然白昼夢に襲われ、夢の中で佐由理と再開し塔まで連れて行くことを約束した。


　一方現実世界では佐由理の意識レベルが上がることで平行世界の闇が侵食してきたことから佐由理が目覚めればこの宇宙が飲み込まれてしまうのではないかと結論づけた富沢は佐由理をアメリカ本土へ送ることを決意する。浩紀は青森に戻り拓也に「ヴェラシーラを使って眠る佐由理を塔まで運べば佐由理は目覚める」と協力を求め、一度は拒絶されるものの悩みに悩んだ末に病院から佐由理を誘拐した。津軽海峡ではアメリカがユニオンに宣戦布告し戦争が始まってしまう中、戦乱に乗じてヴェラシーラは飛び立つことに成功。無事に塔へとたどり着くことに成功するが、佐由理が目覚めると平行宇宙の闇の侵食が始まり夢での思いも忘れてしまっていた。浩紀は反ユニオン軍に持たされていたＰＬ外殻爆弾を塔に向けて放ち約束の場所である塔を破壊し飛行機で飛び去って行く。十数年後、津軽半島には思い出の廃駅は昔と変わらなかったが、北の空には塔がなく浩紀の横には誰もいなかった





セカイ系という単語について


　最近聞くようになったセカイ系という言葉は２００２年ごろに多く見られたアニメやライトノベル作品に見られたサブカルチャー的な要素を指す言葉で、世界という誇大な言葉を用いて表現したがる傾向が特徴だ。セカイ系という言葉はアニメーション「新世紀エヴァンゲリオン」の強い影響下にあると考えられていた。セカイ系作品というものはインターネットの中で広がりを見せたが、それらを批評家である東浩紀らによって発刊された『波状言論　美少女ゲームの臨界点』では「主人公（ぼく）とヒロイン（きみ）を中心とした小さな関係性（『きみとぼく』）の問題が具体的な中間項を挟むことなく、「世界の危機」「この世の終わり」などといった抽象的な大問題に直結する作品群のこと」これらを定義としてこの評論を進めて行くことにする。これらを『雲のむこう、約束の場所で考えるならば「藤沢浩紀と沢渡佐由里を中心とした飛行機を製作し塔を目指すという関係性の問題が具体的な中間項を挟むことなく、平行世界の侵食などといった抽象的な大問題に直結する作品」となる。これらはただ世界を救う物語とは全く違うのだ。


　『ドラゴンクエスト』を思い出して欲しい。誰もが知る国民的ゲームで勇者が魔王を倒し世界を救う物語というのが道筋になっている。でも『ドラゴンクエスト』はセカイ系とは言えないのだ。そこの差異は世界を巡るということにあると私は考える。『ドラゴンクエスト』では魔王に怯える世界を見て回り数々の魔王の手下を倒し世界の人々と関わり合って勝利し平和を掴むのだ。しかし『雲のむこう、約束の場所』ではヒロインとの恋愛というささやかな関係性で世界は滅亡の危機に瀕している。第三者をほとんど介さず、途中に数多とある乗り越えるべき問題を無視して、世界の滅亡という大きな問題が急に彼らに襲いかかってきているところが違いと言えるだろう。ここでの明確な違いは関わる人数とぶつかる壁の少なさだ。セカイ系は主人公とその周りの少人数の空間で素早く話が回っている。七十五億人の人は関係が全くないまま、あらゆる問題点や難題を無視して世界を天秤にかけるのがセカイ系のストーリーなのだ。


　セカイ系はどうして視聴者側に受け入れられてきたのかと考えるとノンフィクションとフィクションの近さの違いがまず考えられるだろう。セカイ系は読者と主人公の視点が似た境遇なはずなのにどこか違う異世界感、日常的異世界を味わえ、彼らが当たる問題は世界という大きな舞台に仕立て上げやすいところだと思う。日常では必ず味わえないフィクションの世界に、現実世界では小さな存在が世界規模の問題に立ち向かうというロマンが見ている私たちを楽しませるのではないのだろうか。しかし、これらは主人公のみが世界を救ってしまうので大多数の人間には気づかれることなく終わってしまい、主人公の感情が赴くままにいとも容易く世界は滅びてしまうという結末に疑念を抱く人たちも少なくない。





セカイ系と現実世界が関係しているとは


　ここから本題に入ろうと思う。私は今までたくさんのセカイ系アニメを見る上で多くの作品が現実世界に存在する場所や地名、建物を使ってきたのを見てきた。『雲のむこう、約束の場所』ではユニオンの領地となっていた「エゾ」だが、現実世界でも北海道は存在するし蝦夷は昔の地名、しかし真ん中に聳え立つ塔は生えていない。作品内で登場してくる軍需工場も戦争がない今の平和な日本では見ることはないのだ。しかし、前半部分で多く見せた青森県の様子だが青森駅の構図や途中に出てくる踏切、廃駅への道のり、東北ならではの駅にあるストーブ、全てが青森にある実物のまま持ってこられている。東京に転校した藤沢が踏切で待っていると電車の代わりに戦車を乗せた貨物列車が過ぎ去って行く。もちろんのことだが東京でそんなものを見た日には大騒ぎになるだろう。空の彼方には純白の塔が東京からでも見えてしまう。このような異物があるが背景に移る看板や車は現実にあるものだ。明らかに混在し合えないそれらを同じ画面に入れるのはどこか完成されている絵に上から筆をひと塗りするような異物感がそれらをより奇妙なものだと脳で認識させるのだ。


　また別の作品をあげるとするなら２０１９年に放映されたアニメーション映画で『ＨＥＬＬＯ　ＷＯＲＬＤ』という作品がある。監督は伊藤智彦さんで３ＤＣＧをメインにしたＳＦアニメーションだ。舞台は京都、宇治、伏見稲荷周辺とされており現実の京都の風景や地名、バスすらもそのまま舞台とされている。京都に住んでいる人なら一度は行ったことのあるところを生活している主人公だが、決定的に現実にはない要素が存在します。それが「アルタラ」という仮想世界を作り予測する装置、そして平行世界から来た大人の自分だ。並行世界から来た大人の自分は主人公とヒロインをくっつけるための知恵や神の手（グッドデザイン）と呼ばれる道具を用いて世界を主人公が書き換えられるということになっている。これはかなり非現実的なものだ。現実世界にはありえないもしもの産物であるが舞台は変わらず京都のままで主人公はノートも使うしペンも使う。あまりにも世界観とかけ離れているものだと言えるだろう。しかし、ただの日常にはないものだからこそ私たちは興味を持ち心が踊るのだ。


　もう一つ別の作品をあげてみよう。２００９年に公開された細田守監督のアニメーション映画『サマーウォーズ』だ。サマーウォーズでは地名が出てくることはないが基になったのは長野県上田市と明記されており城下町の街並みに作中で出てくる真田対徳川の第二次上田合戦は史実に忠実にされている。ネットワークサービスとして出てくる「ＯＺ」は現実世界であってもおかしくないもので主人公が関わる人たちもただの大家族である。決して宇宙人や未来人、異世界人超能力者などはないのだ。しかし対面する大きな問題は人工知能「ラブマシーン」という混乱挑戦吸収を繰り返す成長、進化するテロ行為を行うＡＩだ。「ラブマシーン」と戦い人工知能が小惑星をハッキングし落とそうとしてくるのを止めるという世界をかけ戦いだった。普通に生きていたらまず遭遇しないようなイベントだが、この作品は異世界感が少し薄いようにも感じた。それは一体何故なのだろうか。





セカイ系がアニメーション映画には必要だ


　なぜこのようなリアリティがある世界観で非現実的なものを持ち出して世界を救うのだろう。ならば最初からフィクションの世界で起こった方が簡単に説明できるのではないだろうか。ここで一つ質問をさせてほしい。世界を救うために勇者は魔法を覚えたり、武器の突訓をする。すごい特訓をして大汗を掻きながら一生懸命世界を救うために努力するのだ。でも実際、私たちはどの程度辛いかなんて理解できないものである。それよりも想像して見て欲しいのだ。学校の１５００ｍ走や大学の階段を全力で上り下りする。こちらの方が私たちには明確な辛さがわかる。人間という生き物は現実に近しいものの設定が垣間見えることにより理解が早まるのだ。そして体験したことのない、全く認識したこのないことを説明されても理解をするのには抵抗がかかるものである。なぜ『サマーウォーズ』にはフィクション感が少なくなってきたのかというと『サマーウォーズ』の世界がより現実に近しいものになり、似たような体験をできるようになったからなのだ。『サマーウォーズ』の世界ではキャラクターはスマートフォンを持っておらずガラパゴスケータイを使用していた。自分のアバターとなるキャラを使用し遠くから買い物をし娯楽を楽しんでいた、あらゆるものをネットに頼りそれを逆手にとり「ラブマシーン」に利用されてしまった。これは現実の私たちの世界が徐々にフィクションの世界に迫っているのかもしれないと感じざるをえないだろう。


　何故、セカイ系のアニメーション映画が現実世界と深く結びつくかということについてそれは少ない情報で視聴者側へストーリーを伝えやすくするためだというのが私の考えだ。また現実世界の中に一つフィクションが混じることでそこが際立ちより異質なものとして視聴者側に伝わるだろう。ただの物語では全てをフィクションの世界で創造するものだが、セカイ系においては現実世界を舞台に置くことや現実世界にあるものを小出しにすることで少しでも入り込みやすい形に変化していったのではないだろうか。アニメーション映画は時間が少ない中で世界を救うという壮大なストーリーを展開させなくてはいけない。そのためには多くの世界中の人びとは必要であらず、途中の様々な展開を省いた上で世界を救うために主人公には立ち上がってもらわなくてはいけない。そのためにも主人公とその仲間またはヒロインとの関係性は濃く描き薄くならないように努めなくてはいけないのだ。
セカイ系というジャンルにおいて私は万人が理解するべきものではないと思っている。理解できなくて当然だと、そんな簡単に不幸な人を選び取って行くなと。そういう意味で私は新海誠さんの「雲のむこう、約束の場所」は子供だからこそ出せた結論だと思っている。主人公が子供だからこそ目の前にある彼女に手を伸ばせたのではないかと思うのだ。心を動かす作品としてセカイ系は大いに揺さぶってくれるはずだ。
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